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編 集 後 記

　新年あけましておめでとうございます．2022 年が
どのような一年となるか，さまざまな期待と不安と
を抱えつつ，新しい年を迎えられていることと拝察
いたします．新型コロナウイルス感染症も，またき
たかと呆れるほどに来波を繰り返しておりますが，
狡猾なウイルスはそのつど様相を変えてきているよ
うです．長い歴史をもつ小児科学も，少子高齢化と
いう世相の変遷があるという理由だけではなく，医
療の高度化や早期診断の能力向上などを背景とし
て，その姿を変えていかなければなりません．昨年
は，「誰一人取り残さない」持続可能で多様性と包摂
性のある社会の実現のための“SDGs（sustainable 
development goals）”という用語が世間に広がりま
した．多様性への寛容と敬意は，東京オリンピッ
ク・パラリンピックのテーマのひとつでもあり，わ
が国の代表的年末行事のひとつでもある紅白歌合戦
でも司会者の衣装がカラフルになったことは記憶に
新しいことでしょう．小児科学の変遷においても，
こうした多様性への対応能力が試される時代に入っ
てきたものと感じます．
　今回の「小児科」2022 年 1 月号の特集は，子ども
の性別違和とセクシュアルマイノリティです．どの
ような専門においても接する可能性がありながら，

実際にどのように対応したらよいのかわからないこ
との多い領域かと思われます．そもそもマイノリ
ティである子ども（とくにわが国では！）のなかで
もさらに小さき声の人たちを，身体面のみならず精
神的さらに社会的側面から温かく見守るために小児
科医として必要な内容を，多くの先生方にご執筆い
ただいた貴重な特集と考えております．さらに，総
説・診療においては小児の頭部外傷や夜尿症の診か
た，食物アレルギーの予防やアレルゲン監査の検討
のほか，貴重な症例報告をそれぞれご専門の先生方
に執筆いただきました．小児科医が軽症頭部外傷を
診ることは，海外では20年以上前から日常的な診療
形態となっています．その他比較的軽症の外傷を小
児科医が診る医療構造のなかで，子ども虐待への気
づきの閾値も低くなっているものとも考えられま
す．小児外傷はどの分野でもマイノリティであり，
こうした領域に小児科医が関与していく，さらに，
子どもの身体的側面のみならず精神的・社会的健全
性へこれまで以上に関与していくことが求められて
いると感じられる 1 月号となっているものと思いま
す．ぜひご一読くださいますようお願いいたします．
　本年もどうぞよろしくお願い申し上げます．

（清水　直樹）
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